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緒 言
歯科領域で薬物療法を行 うとき,鎮痛消炎薬 ・
消炎酵素薬及び抗菌薬は最 も使用頻度が高く,歯
科薬物療法の中心 となる医薬品である。 これ らの
薬剤の使用に際 しては,薬理学的特徴や副作用,
他薬剤 との相互作用,製 剤学的特徴を考慮 して薬
剤を選択することが必要であり,さ らに患者に対
する薬剤の効果や安全性が確保 されているかどう
かを確認することは重要なことである。
これ らの目的の一助とす るため,す でに著者 ら
は奥羽大学歯学部附属病院(以 下当院)に おいて
平成12年度 から15年度 までに使用 された非 ステ
ロイ ド抗炎症薬(NsAIDs)等の動向について報
告を行った1)。
今回著者 らは,特 に歯科領域の薬物療法の中心
である鎮痛消炎薬 ・消炎酵素薬及び抗菌薬につい
て,平 成16年度か ら19年度 までの4年 間の使用
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表1鎮 痛消炎薬と消炎酵素薬の使用動向
動向の調査 を行ったので報告す る。
方 法
調査は,当 院薬局の医薬品管理簿か ら鎮痛消炎
薬や消炎酵素薬,抗 菌薬の使用量 を抽出 し,年度
毎 に集計 した。
1.調査期間
各医薬 品の使用量につ いて,平 成16年度 から
平成19年度の4年 間を調査期間とした。
2.調査対象医薬品及び調査方法
調査対象医薬品は,当 院で採用している内服の
鎮痛消炎薬 ・消炎酵素薬12種22品目,内 服の抗
菌薬17種21品目とした(表1,2)。調査 した医薬
品は,化学構造により分類 した。
使用量は,錠 剤,カ ブ゜セル剤はそれぞれ処方さ
れた錠剤数,カ ブ゜セル数,細 粒剤 ・ドライシロッ
プ剤はg数,シ ロップ剤 はmL数,座 剤は個数で
表中に示 した。また,使用率は,各年度の錠剤数 ・
カプセル数 ・座剤個数の合計に対する各医薬品の
錠剤数 ・カブ゜セル数 ・座剤個数の割合 をパーセン
テージで示 した。なお,細 粒剤,ド ライシロップ
剤,シ ロップ剤については成分含量や力価を考慮
し,以下のように換算 して使用率 を算出 した。
カ ロナ ールR細粒20%1g=カ ロナ ールR錠200
1錠 に換算
ポ ンタールRシ ロ ップ゜3.25%8mL=ポンタールR
カプ セル250mg1カブ セ゜ ル に換算
レフ トーゼRシ ロ ッ プ゜ 0.5%10mL=レプ トーゼ'R錠
(50mg)1錠に換算
メ イア ク トMsR小児 用細 粒(1g中100mg力価)
1g=メ イア ク トMSR錠100mg1錠(当院未採 用〉
に換算
ケ フラールR細 粒小児用(1g中100mg力価)2.5g
=ケ フラールRカブ セ゜ル250mg1カプセル に換 算
サ ワシ リンR細粒10%(1g中100mg力価)2.5g=
サ ワシ リンＲカプセル250mg１カブ セ゜ ル に換算
フ ァ ロ ムRド ラ イ シ ロ ッ フ゜ 小 児 用10%(1g中
100mg力価)2g=フ ァロ ムR錠200mg1錠 に換
算
結 果
1．鎮痛消炎薬 ・消炎酵素薬の使用動向
一般歯科外来及び医科外来で使用 した鎮痛消炎
薬 および消炎酵素薬12種22品目の使用動向を表
1に示 した。
これ らの うち,NsAiDs9種16品目の中で は
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表2抗 菌薬の使用動向
F
N
図1平 成16年度から平成19年度までの鎮痛消炎薬 ・消炎
酵素薬の使用率
図2平 成16年度から平成19年度までの抗菌薬の使用率
各年 度 にお いて もロキ ソニ ンR錠が圧倒 的に 多 く
用 い られ てお り,平 成19年度 には平 成16年度 の
ほぼ2倍 の使 用量 となってい る。 また,使 用量 が
多 っか た もの と して は,平 成16年度 で は,ロ キ
ソニ ンR錠,ポ ンタールRカプ セル250mg,ロル カ
ムR錠4mgの 順 で あ っ たが,平 成17年度,18年
度 は ロキソニ ンR錠,ポ ンタールRカ プセル250mg,
フル カムRカプセル13.5mg,平成19年度R,ロ キ
ソニ ンR錠,フ ル カムRカプセル13.5mg,ポンター
ルRカ プ セル250mgとな って い る(表1)。 フル
カムRカ プセル13.5mgの使 用量Rほ ぼ横 ば いで あ
るが,ロ ル カ ムR錠4mg及 び ポ ン タールRカ プ セ
ル250mgの使用 は年 々減少 してい る(表1)。
NsAIDs以外 の鎮痛薬 ・消炎 酵素薬 の 中では,
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レプ トーゼR錠(50mg)使用が多 く,各 年度 におい
て約1万 錠用 い られてい る。 また,カ ロナールR錠
200につ い て も,年 々使 用量 が増加 して お り,平
成19年度 でR平 成16年度 の約3.5倍の 使 用 量 と
なってい る(表1)。
鎮痛消 炎薬 と消 炎酵素 薬 を合わせ た全体の使 用
率 を見 る と,平 成16年度 か ら平成18年度 まで は,
ロキ ソニ ンR錠,レフ トーゼR錠(50mg),ポンター
ルRカプ セル250mg,平成 １9年度 で は ロキ ソニ ン
錠R,レ フ トー ゼR錠(50mg),フル カムRカ プセ
ル13.5mgが上位3品 目で あ り,特 に,ロ キ ソニ
ンR錠及び レフ トーゼR錠50mgを合 わせ た使 用 率
は,平成19年度 にR全 体 の80.3%に達 して い る(図
1)a
プ ロベ ンR錠40,ロ ル カ ムR錠4mgに つ い て
は年 々使 用 量 が減 少 して い る。 また,ド セルR錠
25mg(ジクロフェナ クナ トリウム25mg)につ い
て も,当 院 での使用率 は各年度 と も1%に 達 して
いない(表1)。
2.抗 菌薬 の使 用動 向
次に,一 般歯科 外来及 び医科外来 で使用 した内
服 の 抗菌 薬l7種21品目の使 用 動 向 を調 査 し,表
2に示 した。
平成16年度 及び 平成17年度 は,フ ロモ ックスR
錠100mg,バラ シ リンR錠,セ ブ ゾ ンRカ プセ ル
10Omgの順 で使 用 量 が 多か っ たが,平 成18年度
Rフ ロ モ ック スR錠10Omg,バラ シ リンR錠,ク
ラ リ スＲ錠200,平成19年度 は フ ロ モ ック スR錠
lOOmg,クラ リスR錠200,バラ シ リンR錠の順 と
な り,ク ラ リス⑭錠200の使 用 量 が増 加 し,バ ラ
シ リンR錠の使用量 が減少 してい た(表2)。
細粒剤,ド ライシロ ップ剤 につ いて は,メ イァ
ク トMsR小児 用細 粒 の 使 用量 の増 加 が 認 め られ,
平成19年度 で は平成16年度 の 約2倍 の 使 用量 と
なってい た(表2)。
ニューキ ノロ ン系合成抗菌薬 であるク ラビッ トR
錠 につ いては,年々使 用量 が減 少 して いた(表2)。
内服抗菌薬 を系統別 に分類 して使 用率 を比較 す
る と,平 成16年度 か ら平成19年度 まで は いず れ
の年度 とも,セ フェム系,ペ ニ シ リン系,マ クロ
ライ ド系 の順 で使用量 が多か った(図2)。
考 察
2009
1-鎮痛消炎薬 ・消炎酵素薬の使用動向
各年度 において,歯 科領域で最 も多く使用 さ
れ る鎮痛消炎薬 ・消炎酵素薬はロキ ソニ ンR錠で
あり,その使用量は,平成16年度の4Li%から平成
ig年度 には65.o%まで増加 している。ポンタールR
カプ セル250mgも平成i6年度 に は15.9%の使 用
率で あったが,平 成19年度 には5.i%まで減少 し
てお り,ポ ンタールRカプセル250mgの減少分 を
上回るロキソニンR錠の増加率 となっている(図
1)。NsAiDsの副作用 として最 も多 く発現す る
ものは胃腸障害であるが,ロ キソニ ンR錠はプロ
ドラッグであることから胃腸障害の副作用が他の
NsAiDsに比較 して2.25%と少な く,ま た,同 様
に胃腸障害の少ないポ ンタールRカプセル250mg
と比較 して鎮痛消炎作用が強力であるということ
が使用の増加 している要因の一つであると考 えら
れ る。 また,山 本 ら2)が指摘 してい るように,ロ
キソニンR錠未変化体の最高血漿中濃度に到達す
る時間が約30分,より活性の強い活性代謝物で
あるtrans-OH体の最高血漿中濃度に到達す る時
間が約50分と作用の発現が速やかであることも
歯科領域 においてロキソニンR錠が多 く使用 され
る理由の一つであると考 えられる。
次 に多く使用されている医薬品R,消 炎酵素薬
の レフ トーゼR錠(50mg)である。消炎酵素薬
の特徴は,炎 症部位に蓄積 した壊死組織や変性蛋
白,ポ リペプチ ドなどを分解 して炎症部位の循環
を正常化す ることにより効果を示す。抗炎症作用
は弱く,鎮痛作用を持たない ものの,胃 腸障害 な
どの副作用が少なく,また抗菌薬などと併用しや
すいことから,比較的処方 しやすい医薬品である
と推察 され る。 さらにR,ダ ーゼ ンR錠に歯科領
域の適応がなくなり,歯科領域に適応のある消炎
酵素薬はレフ トーゼR錠(50mg)の主成分である
塩化 リゾチームだけになっている2)。以上の点か ら,
当院の鎮痛消炎薬 ・消炎酵素薬の中で2番 目に多
く使用 されているものと考えられる。なお,本 医
薬品の主成分は卵白由来であることか ら,卵 アレ
ルギーを有する患者に対 しては禁忌であり,この
注意が必要である。
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その他の鎮痛薬 としては,カ ロナ ールR錠200
の使用が増加 している(表1)。 従来のNSAiDs
が シクロオキシゲナ ーゼ(COX)-1とCOXl2を非
選択的に阻害す ることから胃腸障害の副作用を発
現するが,カ ロナールRは長期にわたる使用経験
から副作用が少なく比較的安全性の高い医薬品で
あることが証明されており,また,抗 菌薬との相
互作用も少ないことからも使用率が増加 している
ものと考えられる。 さらに,気 管支炎などの合併
症がある場合の安全性などにも配慮 して使用が増
加 していると推察 される。最近ではカロナールR
錠の主成分であるアセ トア ミノフェンの作用機序
として脳で産生 されるCOX-3を特異 的に阻害 し
て効果を示すとい う報告 もされているが,ま だ確
立 された理論となっていないようである3)。
山本 らの私立歯科大学附属17病院における鎮
痛消炎薬及び消炎酵素薬の使用傾向の報告2)では,
最 も多く使用 されている医薬品Rロ キソニンR錠
と当院の結果 と同 じであるが,2番 目に使用され
ているものはジクロブェナクナ トリウム(当 院で
Rド セルR錠25mgを採用)で あった。当院での
ドセルR錠25mgの使用 は各年度 において1%に
も達 していない(表;)。 ジクロフェナクナ トリ
ウムは鎮痛消炎作用が強い ものの,副 作用として
胃腸障害が多いことが知 られており,副作用など
に考慮 して当院では使用率が低いもの と推察 され
る。
以上の点 を考慮す ると,当 院での鎮痛消炎薬 ・
消炎酵素薬の使用は,作 用の強さや作用発現時間
など医薬品の薬理学的かつ製剤学的特徴 を生かし
つつ,患 者の体への負担を考慮 し,胃腸障害など
の副作用が少ない医薬品を選択 していると考えら
れ る。
2．抗菌薬の使用動向
今回の調査では,各 年度で最 も多く処方 され
ていた内服の抗菌薬はフロモ ックスR錠100mgで
あった。次いで多かったものは,平成l6年度から
平成18年度 まではバ ラシリンR錠で あったが,平
成ig年度 には クラ リスR錠200が2番目に使用量
が多い医薬品となった。影向 らが報告 した私立歯
科大学附属17病院における抗菌薬 の使用実態調
査4)でも,フ ロモ ックスR錠は17病院中10病院で
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最も多く使用 されていた。
系統別に分類 した使用率の推移を比較すると,
セフェム系抗菌薬は59.5%から69.4%まで使用率
が増加 している。 また,マ クロライ ド系 も8.6%
か ら12.8%と使用率が増加 してい るが,ペ ニシリ
ン系 は23.6%から13.0%に使用率が減少 している。
この結果は,マ クロライ ド系抗菌薬であるクラリ
スR錠200の使用量増加 とペニ シリン系抗菌薬で
あるバ ラシリンR錠の減少が反映 したものである。
影向らの報告4)でも,17病院の集計では,セフェ
ム系,ペ ニシリン系,マ クロライ ド系の順で使用
量が多 く,これ ら3系統を合わせて90%以上の使
用率 となっているが,当 院の使用率 もこれ と同様
の傾向を示 している。
一般医科における抗菌薬の使用実態と比較 した
場合,例 えば岡山赤十字病院における小寺 らの報
告5)では,マ クロライ ド系が最 も多く,セ フェム
系,キ ノロン系の順 となっている。歯科において
セブェム系が突出 して使用率が多いという点につ
いては歯科治療に特徴的な傾向であると考 えられ,
これはセブェム系抗菌薬の広い抗菌スペ ク トルと
ともに医薬品の相互作用や重篤な副作用が少ない
ためではないかと推察 される。
主に小児用に処方 される細粒剤や ドライシロッ
プ剤 については,セ ブェム系のメイアク トMSR
小児用細粒の使 用量が最 も多くなっているの も
同様の理由か らではないかと考えられ る。また,
ニューキノロン系合成抗菌薬であるクラビッ トR
錠の使用量が年々減少 した理由として,抗 菌薬R
NSAIDsと併用することが多いが,ニ ューキノロ
ン系は多くのNsAIDsとの併用で痙攣がみられ る
ことがあるため,安 全に配慮するようになった結
果であると推察する。
以上の点から,当院における内服の抗菌薬の使
用傾向は,多 くの歯科大学附属病院の使用傾向と
ほぼ同様であった。
ま と め
平成16年度 か ら平成19年度 までに当院で使用
した鎮痛消炎薬 ・消炎酵素薬及び抗菌薬の使用動
向を年度毎に集計 し,次のような結論を得た。
1.鎮痛消炎薬 ・消炎酵素薬の中で最 も多く使
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用 されていたものは,各 年度 ともロキソニ ンR錠
で あり,使 用量が年々増加 してお り,平 成19年
度の使用率は65.0%に達 していた。
2.次いで使用量の多かったものは,各 年度と
も消炎酵素薬の レフ トーゼR錠(50mg)であった。
3.当院での鎮痛消炎薬 ・消炎酵素薬の使用は,
作用の強 さや作用発現時間など医薬品の薬理学的
かつ製剤学的特徴 を生か しつつ,副 作用が少ない
医薬品を選択 していると考えられる。
4.抗 菌薬の中で最 も多く使用 されていたも
のは,各 年度 ともフロモ ックスR錠100mgであり,
年々使用量が増加 している。
5.マ クロライ ド系抗菌薬であるクラリスR錠
200の使用量が増加 し,ペ ニシリン系抗菌薬であ
るバ ラシリンR錠の使用量が減少 している。
6.系統別の使用率でR,各 年度ともセフェム
系,ペ ニシリン系,マ クロライド系の順であるが,
ペニシリン系の使用率が減少 し,マ クロライ ド系
の使用率が増加 している。
7.当院での抗菌薬の使用傾向は,多 くの歯科
大学附属病院の使用傾向とほぼ同様であると考え
られる。
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